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論文集『日中戦争の国際共同研究 日中終戦と戦後アジアへの展望』 

津田塾大学学芸学部国際関係学科 教授 

中村元哉 

 本助成を得て、『日中戦争の国際共同研究 日中終戦と戦後アジアへの展望』（慶應義

塾大学出版会、2017年）を公刊した。この論文集は、「日中戦争とアジア」をテーマと

した国際会議（2015 年 12 月、台北）の成果である。この刊行の目的は、若手研究者

に対する研究支援と国際的発信力の強化であり、以下のとおり、国内外の若手研究者に

よる優秀論文 5本を含めた全 15本から構成される。参加したのは、日本、中国、台湾、

韓国、イギリスの研究者であり、日中戦争が日本と中国と東アジアの戦後にどのような

影響を与えたのかを重点的に考察した。日中戦争が 20世紀後半から今日のアジア世界

にどのようなインパクトを与えたのかを知る上で、必読書になったと考える。 

 

波多野澄雄・久保亨・中村元哉編『日中戦争の国際共同研究 日中終戦と戦後アジアへ

の展望』慶應義塾大学出版会、2017年 
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